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 次にキーツに絞り、始めて彼の名が日本の文献に登場した 1871 年から現代に至るまでの経緯を追う。最初の記載







































 この本はキーツを中心とするロマン派詩人の 120 年余に及ぶ受容の概観と、キーツの魅力をいかに読み取るかの両
面から、日本の研究の現状を欧米の読者に知らせ、それによって日本のロマン派研究が国際的に貢献できるようにな
ることが狙いである。 
 最後に補遺として私が 1993 年にキーツが医学を学んだガイズ病院（ロンドンに現存する）を訪れた時の個人的な
印象記を付している。 




















異を分析する。第７章は物語詩“The Eve of St. Agnes”を論じ、複雑な感情や態度を表出することばの用法を明ら
かにしている。第２部は先行研究を十分に咀嚼した、独自の学術的貢献として評価できる。 
 以上のように、本論文は優れた独創性を認めうる研究である。文学理論や領域横断的な研究動向が扱いきれていな
いこと、また第１部と第２部の有機的連関の説明が充分には尽くされていないといった問題はあるものの、それは着
実な資料的裏付けをもって、未踏の分野を開拓した本論文の学術的価値を損なうものではない。よって本論文は博士
（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと判断する。 
